
ＥＵの乳製品生産・輸出動向 

平成２６年７月２５日 
独立行政法人農畜産業振興機構 調査情報部 宅間 淳 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

調査情報部の宅間淳です。

本日は、私がこれからお話しするＥＵの状況と、続いてニュージーランド、アルゼンチンの三本立てとなっております。




本日の内容 

 
I. 世界の乳製品需給 
II. ＥＵの牛乳乳製品市場の現状 
III.生乳生産割当（クオータ）制度の廃止 
IV.今後の見通し 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日の内容ですが、ご覧の４点についてお話しいたします。

ＥＵが最初と言うことで、まず、世界の乳製品市場における本日紹介する国々の位置づけを概説いたします。

次に、ＥＵの乳製品市場の概要について説明します。

3番目は、政策的影響と言うことで、来年の3月に終了する生乳生産割当制度、クオータ制度の廃止についてお話しし、

最後に、今後のＥＵ乳製品市場の見通しについてお話しします。



Ⅰ世界の乳製品需給 
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資料：米国農務省「Dairy: World Markets and Trade」 

※インドは水牛の乳を除く 

 主要１３カ国（地域）計４６６百万トン 

主要な生乳生産国（2013年速報） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＥＵは、現在28カ国から構成されていますが、大きな一つの国と見なすと、第2位の米国を大きく引き離し、生乳生産量は世界一となります。

ニュージーランドは7位、アルゼンチンは8位となっております。
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資料：米国農務省「Dairy: World Markets and Trade」 

 主要１６カ国（地域）計６１５万トン 

主要な乳製品輸出国（2013年速報） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＥＵは、現在28カ国から構成されていますが、大きな一つの国と見なすと、第2位の米国を大きく引き離し、生乳生産量は世界一となります。

ニュージーランドは7位、アルゼンチンは8位となっております。



ＮＺ 61％ ＥＵ 16％ 

米国 12％ 

豪州 7％ 

その他 4％ 

ＥＵ 47％ 
ＮＺ 16％ 

米国 18％ 

豪州 11％ 

その他 8％ 

バター 

資料：米国農務省「Dairy: World Markets and Trade」 

チーズ 

ＮＺ 65％ 

脱脂粉乳 全粉乳 

ＥＵ 19％ 

アルゼンチン 10％ 

豪州 4％ 

その他 2％ 

ＥＵ 24％ 

米国 33％ 

ＮＺ 24％ 

豪州 9％ 

その他 10％ 

乳製品の国別輸出シェア（2013年速報） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、世界の乳製品の輸出シェアです。

ＥＵはバターで第2位、チーズで1位、脱脂粉乳で2位、全粉乳で２位となっています。
特に、チーズでは、世界の約半数の輸出シェアを持っています。

ニュージーランドは、バター、全粉乳で圧倒的なシェアを有しており、チーズ、脱脂粉乳でも上位にあります。

アルゼンチンは、全粉乳では第3位と10パーセントのシェアを有しています。



ロシア 43％ 

ＥＵ 19％ 

メキシコ 16％ 

その他 22％ 
ロシア 32％ 

日本 21％ 米国 10％ 

メキシコ 8％ 

その他 29％ 

バター チーズ 

中国 59％ 

脱脂粉乳 全粉乳 

アルジェリア 15％ 

ブラジル 6％ 

インドネシア 5％ 

その他 15％ 

メキシコ 18％ 

インドネシア 20％ 

中国 20％ 
フィリピン 10％ 

その他 21％ 

アルジェリア 11％ 

乳製品の国別輸入シェア（2013年速報） 

資料：米国農務省「Dairy: World Markets and Trade」 7 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、輸入国のシェアです。

バターとチーズにおいて、ロシアが最大の輸入国であることがわかります。

また、粉乳では、中国とアジア諸国、アルジェリアが大きなシェアを有しています。

特徴的なのは、ＥＵと米国は、輸出国としても上位にいましたが、輸入国としても大きなシェアを持っていることです。
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資料：米国農務省「Dairy: World Markets and Trade」 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、主要輸出国の需給バランスについて、紹介します。

まずは、ＥＵです。

お話ししたとおり、ＥＵの生乳生産量はとても多く、各種乳製品生産量も多いですが、輸出割合はさほど多くありません。
これは、ＥＵ域内での消費も多いためであり、需給均衡している特徴をしめしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ＥＵ以外の主要輸出４カ国をあらわしています。


米国は、ＥＵと同様に、需給均衡型となっているのが特徴です。

一方、ニュージーランドと豪州は輸出が多いのが特徴です。
ニュージーランドの脱脂粉乳は、生産量を輸出量が上回っていますが、これは前年の在庫も輸出されたものとみられます。

また、アルゼンチンについては、全粉乳の輸出が多いのが特徴となっています。



ⅡＥＵの牛乳乳製品市場の
現状  
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注：本資料中のEU15、EU13とは以下の国を指す。 
・ＥＵ15（1995年までに加盟した国々） 

フランス、ドイツ、イタリア、オランダ、ベルギー、ルクセンブルク、英国、 
デンマーク、アイルランド、ギリシャ、スペイン、ポルトガル、フィンランド、
スウェーデン、オーストリア 

・ＥＵ13（2004年以降に加盟した国々） 
キプロス、チェコ、エストニア、ハンガリー、ラトビア、リトアニア、マルタ、
ポーランド、スロバキア、スロベニア、ブルガリア、ルーマニア、クロアチア 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ＥＵの乳製品市場の現状に入ります。

なお、本資料中でＥＵ15、ＥＵ13という表現を用いていますが、それぞれこちらに記載している国々を表しています。

ＥＵ15は、早い段階にＥＵに加盟した15カ国をさし、ＥＵ13は2004年以降にＥＵへ参加した東欧を中心とした13カ国を指しています。







経産牛飼養頭数 
【飼養頭数は増加に転じる（前年比1.0％増）】 
2013年の経産牛飼養頭数は、2327万9000頭 
上位国は、ドイツ1.9％増、フランス1.5％増、ポーランド2.0％減など 
乳量は全体（EU28)で横ばいも、新加盟国（EU13）は少なく、増加の余地

は大きい 

11 

6,411  

6,993  

4,502  

3,500

4,500

5,500

6,500

7,500

0

5

10

15

20

25

30

2000年 2003年 2006年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 

（kg/頭･年） （百万頭） 
経産牛飼養頭数と1頭当たり年間乳量の推移 

頭数（ＥＵ15） 頭数（ＥＵ13） 乳量（ＥＵ28） 乳量（ＥＵ15） 乳量（ＥＵ13） 

資料：欧州委員会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、経産牛の飼養頭数です。
最も新しい統計である2013年の数値では、飼養頭数は前年を１％上回った。
2012年まで、漸減傾向が続いていましたが、増加に転じた形になった。

飼養頭数の約８割がEU15、２割がEU13という構成。
10年前（2003年）と比較すると、EU15では5％減、EU13では20％減となっている。

乳量をEU15とEU13で比較すると、EU15が55％も多い。
EU13では、まだ乳量増の余地は大きい。

頭数
ＥＵ13	  544万2000頭（23％）
ＥＵ15	1783万7000頭（77％）

乳量
ＥＵ13	4,502 kg
ＥＵ15	6,993 kg （55％多い）
ＥＵ28	6,411 kg

なお、図表には記載がありませんが、ＥＵ15の国々は



生乳出荷量 

9

10

11

12

13

14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(百万トン) 

資料：ドイツ乳製品市場価格情報センター（ZMB） 
注：2014年は暫定数値 

生乳出荷量の推移 

2012年 
2013年 
2014年 

(月) 

【記録的な生乳生産の増加（前年同月比7.4％増）】 
2014年4月は １３０６万トンと、１０カ月連続で前年同月を上回って推移 
1～4月の累計では、前年同期比13.0％増 

 

増加の要因は、 
① 冬期からの温暖な天候（牧草生育状況の改善） 
  ＋ 
② クオータ制度廃止に向けての飼養頭数の増加 
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生乳価格 
【前年同月比11.7％高の高水準】 
2014年4月は100kg当たり€ 38.2（5,348円、前年同月比11.7％高） 

2013年3月以降、前年同月を上回って推移 
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資料：欧州委員会 



乳製品輸出 
【2014年に入り粉乳類の輸出が好調】 
2013年は前年比5.6％減となったが、2014年に入り輸出は堅調 
2014年1～4月は前年同期比17.5％増、特に脱脂粉乳（同65.9％増）、      

全粉乳（同30.0％増）が大幅増 

乳製品の域外輸出量（1～4月） 

資料：欧州委員会 

（単位：千トン） 
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バター チーズ 脱脂粉乳 全粉乳 その他 資料：ＺＭＢ 

乳製品域外輸出量の推移 

  バター チーズ 脱脂粉乳 全粉乳 その他 合計 

2013年 
１～4月 

34.4 257.4 128.3 108.6 553.0 1,088.6 

2014年 
１～4月 

43.3 254.1 212.8 141.2 634.4 1,278.9 

前年同期比 
（増減率） 25.9% ▲ 1.3% 65.9% 30.0% 14.7% 17.5% 



脱脂粉乳輸出 
【中国、北アフリカ向け輸出が増加】 
2014年第１四半期は中国（前年同期比7.8倍）、アルジェリア（同39.2％増） 
 アジア諸国、北アフリカ向けを中心に大幅増 
主要輸出国は、フランス（同88.9％増）、ドイツ（同45.8％増）、 
 ベルギー（同24.4％増）、ポーランド（同4.9倍）、オランダ（同48.8％増） 
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脱脂粉乳輸出（国際価格との比較） 

【ＥＵ価格は国際相場とほぼ同水準】 
 このため、需要増のアジア向け、  
  地理的優位性を持つアフリカ向けの輸出が増加 

米ドル/トン 

（
月
・
年
）

 

脱脂粉乳価格の推移 

国際価格（オセアニア） 

米国 

資料：ＺＭＢ 
 注：FOB価格 



チーズ輸出 
【長期的には好調だが、ロシアなど不安定要因も･･･】 
2014年の第１四半期は前年同期比0.9％減少 
ロシア向けが、同4.5％減とやや減少したことが要因（ウクライナ情勢など、

EU・ロシア間の政治情勢の悪化が影響） 
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Ⅲ生乳生産割当 
（クオータ）制度の廃止 

18 

生乳生産の分布図 
【2011年】 

緑が濃い地域ほど、生産が多
い（灰色はデータ無し） 
大陸部では北西沿岸部に集中 

資料：欧州委員会 



生乳生産割当（クオータ）制度とは 

【制度の目的】 
 ＥＵ加盟国別に生乳生産量の上限を定めることで、域内
の牛乳・乳製品の需給調整と乳価を維持 
【制度の仕組】 
加盟国別に生乳生産割当枠（クオータ）を設定 
超過時は、100 kg当たり€27.83 （3,896円）の課徴金 
加盟国間でのクオータ譲渡は禁止。ただし、国内農家間

の売却・貸借、国による買い上げ・再配分などは可能。 
【現在の動き】 
2015年3月にクオータ制度が廃止決定（2008年） 
廃止の理由 

① 世界的乳製品需要の増大に伴う国際相場の上昇 
② ①及び割当量の余剰による乳価維持機能の低下 
③ 制度維持に対する予算縮小の要請 
④ 域内市場の硬直化（市場歪曲性） 

19 
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ＥＵ北西部の
主要国（英国、
ドイツ、オラン
ダ、フランスな
ど）の生乳生
産が拡大 各国内でも

生乳生産地
域が集約化 

生乳増産分 

↓ 

成熟市場である域
内消費は横ばい 

↓ 

ＥＵ域外市場で 
消費（輸出） 

国際価格の変動
がＥＵ域内の   
牛乳・乳製品市場
に与える影響大 

→価格変動性 
（国際価格との
連動性）    
が高まる 

クオータ制度廃止後に想定される展開 

資料：現地専門家などからの聞き取りによりＡＬＩＣ作成 

2015年3月 
クオータ制度 

廃止 



クオータ制度廃止に向けた各国の状況 

各国のコメント 
 フランス、オランダ、ドイツなど主要生産国：クオータ制度廃止に向け、

生産者・メーカーが生産拡大体制を進行中 
 東欧諸国やその他の国々：クオータ廃止の影響で自国の酪農の衰退を懸念 

【2014年6月の欧州乳製品輸出入・販売業者連合（Eucolait）総会より】 

 21 

生乳生産量の
増加が見込ま
れる国 国名 

増加量 
（万トン） 

増加率 
（2012/17） 

ドイツ  190 1.3% 

フランス  140 1.2% 

デンマーク  130 2.5% 

オランダ  130 2.2% 

英国  100 1.4% 

イタリア  80 -  

アイルランド  60 1.9% 

ポーランド  50 1.0% 

ＥＵ27カ国 490 （年率）0.7% 

国別の生乳生産増加量（2017年の予測） 

資料：ＧＩＲＡ（2013年） 



乳製品メーカーの対応状況 
国名 企業名 対象 時期 

金額 

百万ユーロ 億円 

デンマーク 

アーラフーズ 乳糖工場 2013年 120 168 
アーラフーズ ホエイ工場 2013年 67 94 
アーラフーズ グループ全体 2012年 250 350 

英国 アーラフーズ 飲用乳工場 - 170 238 

オランダ 

DMV 濃縮加工場 - 60 84 
フリースランド カンピーナ 生乳及び粉乳工場 - 50 70 
フリースランド カンピーナ 乳児用粉乳工場 - 100 140 

アイルランド 

グランビア 粉乳工場 - 180 252 
デイリーゴールド 粉乳工場 - 130 182 
ケリー 試験研究施設 - 100 140 
ダノン 乳児用粉乳工場 - 50 70 

フランス 

ソディアール・サンユアン 乳児用粉乳工場 - 100 140 

ラクタリス 乾燥施設の増築 - 40 56 
ライタ 工場建設等 今後２年間 100 140 
ボングレイン 工場建設等 2012年 145 203 

フィンランド バリオ ホエイ工場 - 55 77 

ドイツ 

ホッフワルド 工場建設等 今後２年間 100 140 

MUH・アーラフーズ 粉乳工場 - 60 84 

ウエルゼナ 粉乳工場 - 60 84 
イタリア ラクタリス 工場建設等 - 180 252 
スイス ネスレ 試験研究施設 今後10年間 415 581 
ノルウェー タイン その他工場 - 220 308 

ロシア 

ダノン 工場建設等 今後5～7年間 545 763 
ラスモコ 工場建設等 今後３年間 310 434 
モロコ 大規模農場設営 - 150 210 

合計 3,757 5,260 
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粉乳類を中心に設備
投資が拡大 

資料：GIRA（2013年） 注：1ユーロ＝140円（2014年６月末TTS） 

投資予定のＥＵ加盟国 

投資予定のＥＵ非加盟国 



Ⅳ 今後の見通し 
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生乳生産の見通し 
飼料給与内容の変更と遺伝的改良により、  

1頭当たり乳量が増加 

 経産牛飼養頭数は減、生産量は増加と予測 

 

24 資料：欧州委員会「 Prospects for Agricultural Markets and Income in the EU 2013-2023」 

経産牛飼養頭数と生乳生産量の推移（予測） 
（百万頭） 

生乳生産量 

生乳出荷量 

（百万トン） 

（年） 

EU13 

EU15 

経産牛飼養頭数 



乳製品輸出の見通し 
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輸出割合の増加を見込む 

• 生乳増産分は輸出へ 

資料：欧州委員会 
 注：各種乳製品需要を生乳換算して算出 

生乳生産量に占める輸出量割合の推移（予測） 

（年） 



世界の乳製品需要の見通し 

世界的に乳製品需要が伸びると予測 

26 

乳製品需要の変化（品目・地域別、2012年と2022年予測の比較） 

資料：欧州委員会 



乳製品輸出先の見通し 
 アジア・アフリカ向けの輸出増加 
 地理的表示保護（PGI）などの認証を受けたチーズ

や、機能性を付与したＦＤＰなど、「高付加価値商品」
の輸出が増加 

27 
資料：欧州委員会「 Prospects for Agricultural Markets and Income in the EU 2013-2023」 
注：FDP（fresh dairy products）とは、飲用乳やヨーグルトなどを指す。 

EU乳製品の主要な輸出先（2005、12年実績と2023年予測） 

（単位：百万トン） 

ホ
エ
イ
 
全
粉
乳
 

脱
脂
 

粉
乳
 

バ
タ
ー
 

チ
ー
ズ
 

ロシア 米国 中国 ｱﾙｼﾞｪﾘｱ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ その他 合計 



今後の注目点 その１ 
 新たな需給調整施策の動向と実現性 
① ミルクパッケージ（議会及び理事会規則EU261/2012） 

• 2012年に制定された制度 

• 生産者・加工メーカー間の取引関係を健全化することが目的 
《内容》 

a. 生乳出荷条件に係る契約関係の明確化 

b. 組織化による生産サイドの交渉力強化 

c. 生産・加工などの業種間の組織化（垂直的統合） 

d. 取引情報の把握 
 

② 牛乳・乳製品市場観測（MMO：Milk Market Observatory） 

• 2014年4月から欧州委員会ホームページに開設 

• 迅速な情報提供により、需給・市場条件に即した生産を促す
ことが目的 

• 市場情報、短期・長期の予測などを公表 
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今後の注目点 その２ 

 現在の思惑通り、好調な乳製品の輸出
は継続するか・・・？ 

→  オセアニアや米国のほか、新たな生産拡大地域
との競合は？ 

→  中国市場は不安定 

  過剰な依存（期待）は危険との声も… 
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ご清聴ありがとうございました。 

30 

 本情報は、情報提供を目的とするものであり、取引・投資判断の基礎とすることを目
的としていません。本資料の正確性の確認等は、各個人の責任と判断でお願いします。
提供した情報の利用に関連して、万一、不利益が被る事態が生じたとしても、   
ＡＬＩＣは一切の責任を負いません。 

【海外情報】 

http://www.alic.go.jp/international/overseas/livestock.html 

写真：オランダ ワーヘニンゲン大学の酪農研究所 
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